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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第150期

第３四半期連結
累計期間

第151期
第３四半期連結
累計期間

第150期

会計期間
自平成22年４月１日
至平成22年12月31日

自平成23年４月１日
至平成23年12月31日

自平成22年４月１日
至平成23年３月31日

売上高（百万円） 15,537 15,154 19,959

経常利益（百万円） 263 781 522

四半期（当期）純利益又は四半期

純損失（△）（百万円）
△264 590 103

四半期包括利益又は包括利益

（百万円）
△447 1,062 △120

純資産額（百万円） 10,544 11,883 10,871

総資産額（百万円） 39,594 38,804 39,096

１株当たり四半期（当期）純利益

金額又は１株当たり四半期純損失

金額（△）（円）

△9.79 21.89 3.85

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
― ― ―

自己資本比率（％） 26.6 30.6 27.8

　

回次
第150期

第３四半期連結
会計期間

第151期
第３四半期連結
会計期間

会計期間
自平成22年10月１日
至平成22年12月31日

自平成23年10月１日
至平成23年12月31日

１株当たり四半期純利益金額

（円）
6.19 10.38

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．第150期第３四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四半

期純損失であり、また潜在株式が存在しないため記載しておりません。

４．第150期及び第151期第３四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

５．第150期第３四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計基準」

（企業会計基準第25号　平成22年６月30日）を適用し、遡及処理しております。　　

　

２【事業の内容】

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載し

た事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。　

（１）業績の状況

　平成２３年４月１日から１２月３１日までの９ヶ月間（以下、当第３四半期連結累計期間）におけるわが国経

済は、長引く円高や株式市況の低迷、タイにおける洪水被害等、引き続き景況の悪化が懸念される不安定且つ不透

明な状況が続いておりますが、後半には東日本大震災により甚大な影響を受けた生産や消費に持ち直しの動きが

広がりつつあるものと認識しております。

　このような事業環境にあって当社企業グループは、主力である運輸部門において、新潟港が東日本の被災港の代

替機能を発揮した結果、コンテナ貨物取扱量が急増し、更に、新潟港が日本海側拠点港に選定され日本海側港湾の

中核的な役割を期待される中、業績は堅調に推移しております。一方で、不動産部門、機械販売部門、ホテル事業部

門及び商品販売部門が低調に推移し、全体では売上が前年同四半期比で減少いたしました。

　これらの結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は１５１億５千４百万円（前年同四半期比２．５％の減

収）、営業利益は７億４千１百万円（前年同四半期比１３０．１％の増益）、経常利益は７億８千１百万円（前

年同四半期比１９６．１％の増益）となり、四半期純利益は５億９千万円（前年同四半期は２億６千４百万円の

四半期純損失）となりました。

　

　セグメントの業績は次のとおりであります。

〔運輸部門〕

　港湾運送事業における船内取扱数量は、震災の影響もあり、一般貨物、コンテナ貨物共に前年同四半期より増加

した結果、５２９万９千トン（前年同四半期比１８．７％の増加）となりました。

　当社運輸本部と運輸系子会社３社（新光港運株式会社、リンコー運輸株式会社、丸肥運送倉庫株式会社）を合わ

せた同部門の収入は８９億７千５百万円（前年同四半期比１４．５％の増収）、セグメント利益は５億５千５百

万円（前年同四半期比１５０．５％の増益）となりました。

　

〔不動産部門〕

　宅地販売収入と地代・家賃収入を合わせた同部門の収入は５億７千２百万円（前年同四半期比８．２％の減

収）、セグメント利益は１億４千９百万円（前年同四半期比２２．２％の減益）となりました。

　

〔機械販売部門〕

　公共・民間設備工事が低調で、産業・建設機械の販売が振るわず、同部門の収入は８億６千６百万円（前年同四

半期比１５．０％の減収）、セグメント損失は２千８百万円（前年同四半期は１千４百万円のセグメント損失）

となりました。

　

〔ホテル事業部門〕

　東日本大震災の発生に伴う個人消費の落ち込みは震災以前の水準に回復したものの、法人需要や団体需要が本

格的な回復には至らず、株式会社ホテル新潟、株式会社ホテル大佐渡共に売上が落ち込みました。

　その結果、同部門の収入は２１億７千７百万円（前年同四半期比８．１％の減収）、セグメント損失は３千２百

万円（前年同四半期は９百万円のセグメント利益）となりました。
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〔商品販売部門〕

　貿易収入、商品販売収入共に減収となり、同部門の収入は２７億６千９百万円（前年同四半期比３０．７％の減

収）となりましたが、前年同四半期に計上した一般債権に対する貸倒引当金繰入額が大幅に減少した結果、セグ

メント利益は６千５百万円（前年同四半期は１億４千９百万円のセグメント損失）となりました。

　

〔その他〕

　保険代理店業務、産業廃棄物の処理業務を合わせたその他の収入は１億９千２百万円（前年同四半期比４．

３％の増収）、セグメント利益は１千９百万円（前年同四半期比８１．３％の増益）となりました。

　

（２）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

　

（３）研究開発活動

　該当事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 96,000,000

計 96,000,000

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成23年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成24年２月10日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 27,000,000 27,000,000
東京証券取引所

（市場第二部）

単元株式数

1,000株

計 27,000,000 27,000,000 ― ―

　

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。　

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。　

　

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高
（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成23年10月１日～

平成23年12月31日
― 27,000,000 ― 1,950,000 ― 805,369
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（６）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

　

（７）【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（平成23年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

①【発行済株式】

 平成23年12月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式（自己株式等） ― ― ―

議決権制限株式（その他） ― ― ―

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

普通株式      20,000
― ―

完全議決権株式（その他） 普通株式  26,963,000 26,963 ―

単元未満株式 普通株式      17,000 ― ―

発行済株式総数 27,000,000 ― ―

総株主の議決権 ― 26,963 ―

　

②【自己株式等】

 平成23年12月31日現在

所有者の氏名又は
名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

（自己保有株式）

株式会社リンコー

コーポレーション

新潟市中央区万代

五丁目11番30号
20,000 ―　 20,000 0.07

計 ― 20,000 ―　 20,000 0.07

 

　

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成23年10月１日から平成

23年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成23年４月１日から平成23年12月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。　
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成23年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 367,450 746,627

受取手形及び営業未収入金 3,755,774 ※2
 3,986,471

有価証券 2,100 －

たな卸資産 268,307 262,603

繰延税金資産 122,564 90,650

その他 237,972 184,203

貸倒引当金 △94,672 △4,385

流動資産合計 4,659,497 5,266,170

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 22,342,647 22,371,356

減価償却累計額 △14,325,500 △14,620,456

建物及び構築物（純額） 8,017,147 7,750,900

機械装置及び運搬具 2,300,162 2,281,011

減価償却累計額 △1,996,505 △2,006,941

機械装置及び運搬具（純額） 303,656 274,069

土地 22,017,021 22,019,735

リース資産 610,249 657,786

減価償却累計額 △121,820 △186,926

リース資産（純額） 488,428 470,860

建設仮勘定 255 －

その他 1,483,727 1,511,950

減価償却累計額 △1,318,260 △1,335,610

その他（純額） 165,466 176,340

有形固定資産合計 30,991,976 30,691,906

無形固定資産

リース資産 26,845 24,526

その他 655 489

無形固定資産合計 27,501 25,015

投資その他の資産

投資有価証券 2,206,231 1,754,991

繰延税金資産 54,481 57,393

その他 2,892,837 1,687,097

貸倒引当金 △1,739,553 △681,024

投資その他の資産合計 3,413,996 2,818,456

固定資産合計 34,433,474 33,535,379

繰延資産

社債発行費 3,564 2,620

繰延資産合計 3,564 2,620

資産合計 39,096,536 38,804,171
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成23年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び営業未払金 2,037,039 ※2
 2,313,891

短期借入金 6,700,000 6,900,000

1年内返済予定の長期借入金 2,720,658 2,669,130

1年内償還予定の社債 100,000 100,000

リース債務 94,809 106,264

未払法人税等 73,450 264,963

賞与引当金 78,560 159,002

資産除去債務 6,151 －

その他 939,971 853,562

流動負債合計 12,750,640 13,366,814

固定負債

社債 200,000 150,000

長期借入金 5,770,258 4,967,924

リース債務 436,792 405,840

繰延税金負債 1,683,653 1,351,406

再評価に係る繰延税金負債 6,548,549 5,807,545

退職給付引当金 441,014 476,884

役員退職慰労引当金 132,280 120,588

環境対策引当金 13,000 20,810

資産除去債務 100,989 102,585

その他 148,235 149,937

固定負債合計 15,474,773 13,553,522

負債合計 28,225,413 26,920,337

純資産の部

株主資本

資本金 1,950,000 1,950,000

資本剰余金 809,459 809,459

利益剰余金 183,198 723,999

自己株式 △6,584 △6,691

株主資本合計 2,936,073 3,476,767

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 148,470 △120,515

土地再評価差額金 7,786,578 8,527,581

その他の包括利益累計額合計 7,935,048 8,407,066

純資産合計 10,871,122 11,883,834

負債純資産合計 39,096,536 38,804,171
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年12月31日)

売上高

運輸作業収入 6,957,810 7,929,723

港湾営業収入 152,229 161,824

不動産売上高 285,853 274,093

機械営業収入 944,607 779,252

ホテル営業収入 2,354,040 2,160,874

商品売上高 3,918,884 2,733,195

その他の事業収入 923,967 1,115,922

売上高合計 15,537,391 15,154,887

売上原価

運輸作業費 6,379,736 7,028,915

港湾営業費 133,942 141,412

不動産売上原価 129,259 116,557

機械営業費 915,256 760,776

ホテル営業費 1,976,708 1,867,491

商品売上原価 3,787,962 2,648,095

その他の事業費用 607,382 745,836

売上原価合計 13,930,248 13,309,085

売上総利益 1,607,142 1,845,801

販売費及び一般管理費 1,285,048 1,104,554

営業利益 322,094 741,247

営業外収益

受取利息 10,756 10,240

受取配当金 48,395 45,919

貸倒引当金戻入額 － 109,980

雑収入 50,265 37,717

営業外収益合計 109,417 203,857

営業外費用

支払利息 149,126 139,472

雑支出 18,462 24,090

営業外費用合計 167,589 163,563

経常利益 263,923 781,541
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（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年12月31日)

特別利益

固定資産売却益 18,815 1,430

保険解約返戻金 53,413 －

資産除去債務履行差額 － 6,164

その他 60 －

特別利益合計 72,288 7,595

特別損失

固定資産処分損 2,944 19,372

投資有価証券評価損 － 9,417

貸倒引当金繰入額 317,117 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 39,810 －

その他 213 －

特別損失合計 360,086 28,789

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△23,874 760,346

法人税、住民税及び事業税 157,034 294,738

法人税等調整額 83,275 △124,941

法人税等合計 240,310 169,796

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

△264,184 590,550

四半期純利益又は四半期純損失（△） △264,184 590,550
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【四半期連結包括利益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年12月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

△264,184 590,550

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △182,919 △268,985

土地再評価差額金 － 741,003

その他の包括利益合計 △182,919 472,017

四半期包括利益 △447,104 1,062,568

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △447,104 1,062,568
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【追加情報】

当第３四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年12月31日）

（会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用）

　第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び誤謬の訂

正に関する会計基準」（企業会計基準第24号　平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基

準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号　平成21年12月４日）を適用しております。

　

（法人税率の変更等による影響）

　「経済社会の構造の変化に対応した税制の構築を図るための所得税法等の一部を改正する法律」（平成23年法律第114

号）及び「東日本大震災からの復興のための施策を実施するために必要な財源の確保に関する特別措置法」（平成23年

法律第117号）が平成23年12月２日に公布され、平成24年４月１日以後に開始する連結会計年度から法人税率の引下げ及

び復興特別法人税の課税が行われることとなりました。

　これに伴い、繰延税金資産及び繰延税金負債の計算に使用する法定実効税率は、従来の40.44％から、平成24年４月１日

に開始する連結会計年度から平成26年４月１日に開始する連結会計年度に解消が見込まれる一時差異については

37.75％に、平成27年４月１日に開始する連結会計年度以降に解消が見込まれる一時差異については35.38％となります。

　この税率変更により、繰延税金負債の金額（繰延税金資産の金額を控除した金額）が185,066千円減少し、法人税等調整

額が183,011千円減少しております。
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

　　１  受取手形割引高 

  
前連結会計年度

（平成23年３月31日）
当第３四半期連結会計期間
（平成23年12月31日）

受取手形割引高 　202,420千円 　289,312千円

　

※２  四半期連結会計期間末日満期手形

　　　四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理について、手形交換日をもって決済処理しております。なお、当第

　　３四半期連結会計期間末日は金融機関が休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手形が当第３四半

　　期連結会計期間末残高に含まれております。　　　　　

受取手形 　1,370千円

受取手形割引高 96,737    

支払手形　 161,942    

　

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期

連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

　
前第３四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年12月31日）

減価償却費 496,887千円 495,012千円

　

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　平成22年４月１日　至　平成22年12月31日）

配当に関する事項

配当金支払額

該当事項はありません。

　

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年12月31日）

配当に関する事項

配当金支払額

（決　議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年６月23日

定時株主総会
普通株式 53,958 2 平成23年３月31日平成23年６月24日利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　平成22年４月１日　至　平成22年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　

　 （単位：千円）

　

報告セグメント　
その他

（注）
合計

運輸部門 不動産部門
機械販売

部門

ホテル事業

部門

商品販売

部門
計

売上高                                  

外部顧客への売上高 7,804,606285,853992,8882,354,0403,918,88415,356,273181,11815,537,391

セグメント間の内部

売上高又は振替高
32,733337,85027,017 14,810 76,483488,896 3,152 492,048

計 7,837,340623,7031,019,9062,368,8513,995,36815,845,170184,27016,029,440

セグメント利益又は損

失(△）
221,717192,481△14,216 9,763△149,488260,25510,955 271,210

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、保険代理店業務、産業廃棄物の処理業務

等を含んでおります。

　

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

主な内容（差異調整に関する事項）

　 　　（単位：千円）

利益 金額

報告セグメント計 260,255

「その他」の区分の利益 10,955

セグメント間取引消去 6,860

その他の調整額 44,023

四半期連結損益計算書の営業利益 322,094

　

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。
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Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

　 （単位：千円）

　

報告セグメント　
その他

（注）
合計

運輸部門 不動産部門
機械販売

部門

ホテル事業

部門

商品販売

部門
計

売上高                                  

外部顧客への売上高 8,969,402274,093825,1752,160,8742,733,19514,962,742192,14515,154,887

セグメント間の内部

売上高又は振替高
6,025 298,69241,263 16,135 35,914398,031 48 398,079

計 8,975,427572,786866,4392,177,0092,769,11015,360,773192,19415,552,967

セグメント利益又は損

失(△）
555,376149,701△28,104△32,509 65,501709,96519,856 729,822

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、保険代理店業務、産業廃棄物の処理業務

等を含んでおります。

　

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

主な内容（差異調整に関する事項）　

　 　　（単位：千円）

利益 金額

報告セグメント計 　　　　　　709,965

「その他」の区分の利益　 19,856

セグメント間取引消去 6,744

その他の調整額 4,680

四半期連結損益計算書の営業利益 741,247

　

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。　
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第３四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年12月31日）

１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四

半期純損失金額（△）　
△9円79銭 21円89銭

（算定上の基礎） 　 　

四半期純利益金額又は四半期純損失金額

（△）（千円）
△264,184 590,550

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額又は四半期

純損失金額（△）（千円）
△264,184 590,550

普通株式の期中平均株式数（千株） 26,980 26,978

（注）１．前第３四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四半期純損

失金額であり、また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２．当第３四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しない

ため記載しておりません。

　

（重要な後発事象）

当社は、平成24年１月31日開催の取締役会におきまして、当社と連結子会社によるグループ組織再編を行うこと

を決議いたしました。本組織再編は100％出資の連結子会社を対象とする簡易吸収合併及び連結子会社と共同で行

う吸収分割であり、内容は次のとおりであります。

１　吸収合併

(1）合併の目的

グループ経営の効率化を図るため。

(2）合併する相手会社の概要

①　名称

　　株式会社リンコーホールディングス 

②　事業の内容

　　ホテル業務管理他

③　直近期（平成23年３月期）の経営成績及び財政状態

　　売上高　　　　　9,786千円

　　当期純損失　　　　890千円

　　純資産　　　　945,322千円

　　総資産　　　1,048,185千円

(3）合併の方法

当社を存続会社とする吸収合併方式で、株式会社リンコーホールディングスは解散いたします。

(4）合併後の会社の名称

株式会社リンコーコーポレーション

(5）合併に係る割当ての内容

　　当社は株式会社リンコーホールディングスの全株式を所有しているため、本合併による株式その他の金銭等の

割当てはありません。

(6）合併の時期

平成24年４月１日　

(7）合併後の状況

本合併による当社の商号、本店所在地、代表者の役職・氏名、事業内容、資本金、発行済株式総数及び決算期の

変更はありません。

(8）今後の見通し

本合併による当期の連結業績に与える影響はございません。

　

EDINET提出書類

株式会社リンコーコーポレーション(E04326)

四半期報告書

17/20



２　吸収分割

(1）分割の目的

連結グループ間の不動産賃貸借関係を見直し、事業用資産を実際に運営する事業会社に移管して各社の採算

性の透明化を図り、将来の事業環境の変化に迅速に対応できる体制を構築するため。

(2）分割する事業内容、規模

①　当社が分割する事業の概要

　ａ．事業の内容

　　　ホテル事業用資産に係る賃貸事業

　ｂ．当該事業の直近期（平成23年３月期）の売上高

　　　378,672千円　

②　当社が承継する事業の概要

　ａ．事業の内容　

　　　株式会社ホテル新潟及び株式会社ホテル大佐渡の港湾用地に係る賃貸事業

　ｂ．当該事業の直近期（平成23年３月期）の売上高 

　　　株式会社ホテル新潟　　 6,376千円

　　　株式会社ホテル大佐渡　11,676千円

(3）分割の方法

　株式会社ホテル新潟及び株式会社ホテル大佐渡を分割会社、当社を分割承継会社とする吸収分割、並びに当

社を分割会社、株式会社ホテル新潟及び株式会社ホテル大佐渡を分割承継会社とする吸収分割　

(4）分割に係る分割会社または承継会社の概要　

①　名称

　株式会社リンコーコーポレーション、株式会社ホテル新潟、株式会社ホテル大佐渡

②　直近期（平成23年３月期）の財政状態

　ａ．株式会社リンコーコーポレーション

　　　　純資産　　　12,105,143千円

　　　　総資産　　　37,846,855千円

　ｂ．株式会社ホテル新潟

　　　　純資産 　　　△469,160千円

　　　　総資産　　　 2,361,221千円

　ｃ．株式会社ホテル大佐渡

　　　　純資産　　　　 576,588千円

　　　　総資産　　　 1,764,125千円　

(5）分割の時期

平成24年４月１日　

(6）分割後の状況

本分割による各社の商号、本店所在地、代表者の役職・氏名、事業内容、資本金、発行済株式総数及び決算期の

変更はありません。

(7）今後の見通し

本分割による当期の連結業績に与える影響は軽微であります。

　

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

   平成24年２月９日

株式会社リンコーコーポレーション    

　取締役会　御中    

   

 新日本有限責任監査法人

    

 
指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士 清水　栄一　　印

    

 
指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士 井口　誠　　　印

    

　当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられ
ている株式会社リンコーコーポレーションの平成２３年４月１日から平成２４年３月３１日までの
連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成２３年１０月１日から平成２３年１２月３１日ま
で）及び第３四半期連結累計期間（平成２３年４月１日から平成２３年１２月３１日まで）に係る
四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益
計算書及び注記について四半期レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準
拠して四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要
な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部
統制を整備及び運用することが含まれる。
　
監査人の責任
　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連
結財務諸表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認
められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対
して実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続
は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表
の監査に比べて限定された手続である。
　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論
　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一
般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社リンコーコーポ
レーション及び連結子会社の平成２３年１２月３１日現在の財政状態及び同日をもって終了する第
３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点に
おいて認められなかった。
　
利害関係
　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係は
ない。

以　上
　

 （注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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